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 10月15日のオーストリア議会（下院）選挙で、反移民・難民を掲げる国民党が躍進。同党は親ＥＵ
（欧州連合）派であり、ＥＵ離脱に動く可能性は低いものと思われる。

 連立政権の組み方によっては、より厳しい反移民・難民政策が実行され、大衆迎合的な動きが再び欧
州に広がる懸念もある。

図表1：オーストリアの概要

臨時レポート
オーストリア議会選挙で中道右派政党が躍進
ＥＵ離脱の可能性は低いが、反移民・難民の動きが強まる懸念も

図表2：オーストリア下院選挙暫定結果（上位3党）

（出所）図表１はオーストリア統計局等、図表2はオーストリア選挙管理委員会資料を基にニッセイアセットマネジメント作成

10月15日に実施されたオーストリア議会（下院）選挙（定数183名、国民による直接選挙、任期5年）
で、移民・難民の受入れ厳格化を掲げる31歳のクルツ党首率いる国民党（ＯＶＰ）が第１党になる見通
しとなりました。今回の選挙は、大連立政権を組んでいた社会民主党（ＳＰＯ）と国民党の亀裂がきっ
かけとなり、任期（5年）満了で2018年9月に予定されていた議会選挙が前倒しされたものです。
オーストリアへの移民の数は、2000年の約7.9万人から2016年には2倍以上の約17.4万人に増加して
おり、今回の選挙では移民・難民政策が最大の争点の一つとなっていました。選挙管理委員会の暫定結
果（日本時間16日午前4時過ぎ）によると、国民党が得票率31.4％でトップ、最終結果では逆転する可
能性もありますが、受入れに関し更に厳しい姿勢を示す右派の自由党（ＦＰＯ）が2位の27.4％、現ケ
ルン首相率いる中道左派で5月まで国民党と連立与党を組んでいた社会民主党が3位の26.7％と2位の座
を争っています。単独で過半数を獲得した政党が無いことから、今後連立協議が行われるものと思われ
ますが、国民党と自由党が連立を組むことも想定されます。両党合計で過半数を超える議席数となるこ
とから（得票率合計58.8％）、今後反移民・難民の動きが強まることも考えられます。
3月のオランダ総選挙で反ＥＵ政党の得票が伸び悩んだことや、ルペン国民党党首が敗北した4～5月の
フランス大統領選等を受けて、難民の大量流入をきっかけに勢い付いた大衆迎合主義（ポピュリズム）
や反ＥＵの動きは後退したものとみられていました。しかし、10月の住民投票結果を受けたスペインの
カタルーニャ州独立の動きや9月ドイツ総選挙でのＥＵ懐疑派政党の第3党への躍進、今回のオーストリ
ア議会選挙結果等を踏まえると、再び欧州で大衆迎合的な動きが強まっているようにもみられます。国
民党は親ＥＵ派であること、右派の自由党はＥＵ離脱を問う国民投票の実施は掲げていないこと等から、
今回の選挙結果を受けて直ちにＥＵ離脱の動きが他の欧州諸国に広がる可能性は低いと考えられるもの
の、移民・難民問題の広がりには注意が必要であると思われます。

※日本時間16日午前4時頃の数値

前回
（2013年9月）

得票率
（％）

得票率
（％）

前回との差
（％）

国民党（ＯＶＰ） 24.0 31.4 7.4

自由党（ＦＰＯ） 20.5 27.4 6.9

社会民主党（ＳＰＯ） 26.8 26.7 -0.1
（注）
国民党（ＯＶＰ）：中道右派　親ＥＵ派
自由党（ＦＰＯ）：右派　ＥＵ懐疑派
社会民主党（ＳＰＯ）：中道左派　親ＥＵ派

政党名

今回
（2017年10月）

面積 83,881㎢（日本の約5分の1）

首都 ウィーン

人口 877万人（2017年1月1時点）

ＧＤＰ
（国内総生産）

3,533億ユーロ（2016年時点）
※ＥＵの2.3％を占める

1人当り
ＧＤＰ

40,400ユーロ（2016年時点）
※ＥＵ平均；29,100ユーロ（同上）

主な産業 機械，金属加工，観光，ガラス細工
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